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平成２３年度 第１１回教育研究評議会議事録 

 

日 時 平成２４年３月１４日（水）１４時３０分～１８時５３分 

場 所 事務局大会議室 

出席者 伊東、石井、碓氷、柳澤、山﨑、浅利、舩橋、杉山、佐藤、寺村、今野、

梅澤、國宗、塩川、荒川、酒井、西原、増田、青山、塩尻、東郷、佐古、

竹内、渡邉修、澤田、永津、渡邊尚、田中、三村、村井、加藤の各評議員 

欠席者 鈴木評議員 

陪席者 大戸、塩田の各監事 

中村、佐藤の各学長補佐 

 

 議事に先立ち、東日本大震災から１年を経過したことに伴い、黙祷を行った。 

 

Ⅰ 議事録の承認について 

  平成２３年度第１０回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ 審議事項 

１ 国立大学法人静岡大学学則の一部改正について 

  議長から、教育研究組織整備等に伴う学則の一部改正について、資料１に

より説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

２ 静岡大学大学院規則の一部改正について 

  石井委員から、人文社会科学研究科カリキュラム改正に伴う標記規則の一

部改正について、資料２により説明があり、審議の結果、原案どおり承認し

た。 

 

３ 静岡大学イノベーション社会連携推進機構管理施設利用規則の制定につ

いて 

  柳澤委員から、イノベーション社会連携推進機構設置に伴う標記規則の制

定について、資料３により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

４ 静岡大学障がい学生修学支援規則等の制定について 

  (1) 静岡大学障がい学生修学支援規則 

  (2) 静岡大学障がい学生支援委員会規程 

石井委員から、障がい学生の修学を支援するための標記規則及び規程の制

定について、資料４により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

５ 静岡大学技術部規則等の制定等について 

  (1) 静岡大学技術部規則 
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  (2) 静岡大学技術部運営委員会規則 

碓氷委員から、技術部の設置に伴う標記規則等の制定等について、資料５

により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 
 

６ 静岡大学組織及び職名の英語表記に関する規程の制定について 

  山﨑委員から、静岡大学組織及び職名の英語表記に関する規程の制定につ

いて、資料６により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

  なお、議長から、英語表記の修正提案等については、順次改正していく旨

発言があった。 
 

７ 静岡大学情報基盤センター運営委員会規則の一部改正について 

  碓氷委員から、ＩＴＣＰ推進委員会の廃止に伴う標記規則の一部改正につ

いて、資料７により説明があり、原案どおり承認した。 

 

８ 女性教員に係るメンター制度実施要項の制定について 

  舩橋委員から、女性教員に係るメンター制度実施要項の制定について、資

料８により説明があり、原案どおり承認した。 

 

９ 平成２４年度年度計画及び平成２５年度年度計画について 

  浅利委員から、平成２４年度年度計画及び平成２５年度年度計画について、

資料９により説明があり、原案どおり承認した。 

 

10 静岡大学大学院学生の学部授業受講に関する申合せの一部改正について 

  石井委員から、静岡大学大学院学生の学部授業受講に関する申合せの一部

改正について、資料１０により説明があり、審議の結果、原案どおり承認し

た。 

 

11 平成２５年度カリキュラム改革の基本方針について 

  石井委員から、カリキュラム改革の基本方針について、資料１１により説

明があり、種々意見交換の結果、議長から①「平成２５年度共通教育カリキ

ュラム骨子（案）」資料に「各学部からの意見への回答（教育担当理事）」を

反映させた内容を整理した上で次回本会議に再提案したいこと、②人件費の

問題については切り離して考えたい旨発言があった。 

  なお、議長から、色づけ教員ポストの在り方について執行部で検討してい

るので、まとまり次第提案したい旨発言があった。 

（意見交換で出された主な意見） 

○ 提案されているカリキュラム改革で、英語の底上げが図れるのか疑問

である。 

○ 初修外国語と色づけ教員ポストの問題を切り離して議論することは

無理である。 

○ 色づけ教員ポストの在り方について検討する機会を設けてほしい。 

○ 人件費とカリキュラム改革とは切り離して議論していただきたい。 
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12 静岡理工科大学との単位互換に関する協定の更新について 

  石井委員から、静岡理工科大学との単位互換に関する協定の更新について、

資料１２により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

13 大韓民国朝鮮大学校との大学間交流協定の更新について 

  村井委員から、大韓民国朝鮮大学校との大学間交流協定の更新について、

資料１３により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

14 中華人民共和国華中科技大学との大学間交流協定の更新について 

  村井委員から、中華人民共和国華中科技大学との大学間交流協定の更新に

ついて、資料１４により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

15 経営協議会学外委員候補者について 

  議長から、静岡大学経営協議会規則第２条第１項第４号に基づき、経営協

議会学外委員候補者について、資料１５により意見を伺いたい旨提案があり、

意見交換の結果、原案どおり承認した。 

 

16 学生の懲戒について 

  杉山委員から、学生の懲戒について席上配付資料により説明があり、審議

の結果、懲戒処分（案）の文言を一部修正したほか原案どおり承認した。 

 

Ⅲ 報告事項 

 １ 企画戦略会議報告 

 議長から、第１１回企画戦略会議（H24.3.6）について、資料１６により

報告があった。 

 

 ２ 学長選考会議報告 

 東郷委員から、第２回学長選考会議（H24.3.9）について報告があった。 

 

 ３ 平成２２年度監事業務監査改善要望事項に対する改善措置状況について 

   浅利委員から、平成２２年度監事業務監査改善要望事項に対する改善状況

について、資料１７により監事に報告した旨発言があった。 

 

 ４ 平成２３年度監事業務監査実施結果の報告について 

   議長から、３月６日に監事から標記監査にかかる実施結果の報告を資料１

８のとおり受けた旨発言があった。 

   続いて、大戸監事から詳細な説明があった。 

 

 ５ 就業規則等の一部改正について 

   山﨑委員及び総務部長から、就業規則等の一部改正について、資料１９に
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より報告があった。 

 

 ６ 第２期中期目標期間における部局単位の年次計画の進捗について 

   浅利委員から、第２期中期目標期間における部局単位の年次計画の進捗状

況について、資料２０により進捗状況入力の依頼があった。 

 

 ７ 公開森林実習に伴う全国農学系学部相互間における単位互換に関する協

定書等の締結について 

   澤田委員から、公開森林実習に伴う全国農学系学部相互間における単位互

換に関する協定書等の締結について、資料２１により報告があった。 

 

 ８ 図書館ＯＰＡＣ,myLibrary の新機能について 

   加藤委員及び図書館職員（杉山）から、図書館利用者向けＷＥＢサービス

の新機能について、紹介並びに利活用推進依頼があった。 

 

 ９ 基幹情報システムの災害対策等について 

   酒井委員から、基幹情報システムの災害対策等について、平成２４年度よ

り山口大学と遠隔地バックアップを実施する旨資料２２により報告があっ

た。 

 

 10 ハンガリー共和国オブダ大学との大学間交流協定の締結について 

   村井委員から、ハンガリー共和国オブダ大学との大学間交流協定を締結し

た旨資料２３により報告があった。 

 

 11 次期監事の推薦について 

   議長から、次期監事として次の者を文部科学省に推薦した旨報告があった。 

   続いて、任期満了の塩田監事から挨拶があった。 

   (1) 大戸宏文監事（再任） 

   (2) 徳山博于氏（ＪＳＴイノベーションサテライト静岡館長） 

 

 12 遺伝子実験施設長、保健センター所長の選考について 

   議長から、次期遺伝子実験施設長及び保健センター所長の選考について、

次のとおり報告があった。 

   (1) 遺伝子実験施設長 河岸洋和教授（創造科学技術大学院） 

   (2) 保健センター所長 山本裕之教授（保健センター） 

 

 13 教員採用等報告について 

   議長から、資料２４により、人文社会科学部１件、教育学部１３件、工学

部３件、法務研究科２件及び保健センター２件の教員採用報告があった。 
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Ⅳ その他 

 (1) 山﨑委員から、目的積立金について３月９日付けで文部科学省から承認さ

れた旨報告があった。 

 (2) 渡邉委員から、３月５日（月）に発生した農学部Ａ７階東側電気室の配電

盤火災について報告があった。 

 (3) 佐藤委員から、新入生ガイダンスにおける防災グッズの配付の件について、

学部の都合があるので配付方法を柔軟に対応できないか発言があり、山﨑委

員から各学部の状況に応じて対応することにしたいので、変更を希望する場

合は、財務課へ連絡願いたいとの発言があった。 

 

                            以 上 


